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支給停止

年間月額

給与

※2022年4月からこ

の額が47万円に変更

※老齢基礎年金は

全額支給される

※28万円 47万円

47万円
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6905号

在職老齢年金 ２８万円から４７万円に

支給停止の基準額が変更 来年４月実施

在
職
老
齢
年
金
と
は
・
・
・

老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
な
が
ら

働
き
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い

る
人
が
受
け
取
る
年
金
で
す
。

６
５
歳
未
満
の
支
給
停
止

現
在
の
支
給
停
止
額
は
２
８
万

円
で
す
。
①
年
金
月
額+

②
給
与

（
標
準
報
酬
月
額
）
＋
③
直
近
１

年
間
の
賞
与
の
１
２
分
の
１
・
・
・

こ
の
三
つ
の
合
計
額
は
２
８
万
円

を
超
え
た
場
合
、
年
金
停
止
が
始

ま
り
ま
す
。
②
と
③
の
合
計
額
が

２
８
万
円
を
超
え
る
場
合
、
年
金

は
全
額
停
止
と
な
り
ま
す
。

在
職
老
齢
年
金
の
受
給
者
は

確
実
に
増
え
る

２
８
万
円
が
４
７
万
円
に

２
０
２
２
年
４
月
か
ら
支
給
停

止
の
基
準
額
が
現
在
の
２
８
万
円

か
ら
４
７
万
円
に
緩
和
さ
れ
ま
す
。

こ
の
緩
和
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
全

額
停
止
だ
っ
た
人
が
一
部
停
止

（
一
部
受
給
）
や
全
額
支
給
に
変

わ
っ
た
り
、
一
部
停
止
（
一
部
受

給
）
の
人
が
全
額
支
給
と
な
る
。

な
ど
の
変
化
が
生
ま
れ
る
で
し
ょ

う
。

全
額
停
止
で
も

手
続
き
が
必
要

老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
年
齢
が

６
５
歳
へ
と
段
階
的
に
引
き
上
げ

ら
れ
て
い
る
な
か
で
、

例
え
ば
、
１
９
５
９
年
（
昭
和

３
４
年
）
２
月
生
ま
れ
の
組
合
員

Ｙ
さ
ん
は
、
６
３
歳
か
ら
特
別
支

給
の
老
齢
厚
生
年
金
が
出
ま
す
が
、

現
在
の
給
与
（
標
準
報
酬
月
額
３

２
万
円
）
と
直
近
１
年
間
の
賞
与

の
１
２
分
の
１
（
約
４
万
円
）
の

合
計
額
（
約
３
６
万
円
）
が
２
８

万
円
を
超
え
て
い
る
た
め
６
３
歳

（
来
年
２
月
）
以
降
も
在
職
で
あ

れ
ば
年
金
は
全
額
停
止
で
す
が
、

来
年
４
月
か
ら
は
基
準
額
が
４
７

万
円
と
な
る
た
め
年
金
受
給
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
６
３
歳
に
な
っ

た
ら
す
ぐ
に
年
金
請
求
書
を
年
金

事
務
所
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す

【
石
田

記
】



6905号 （２）

年末一時金

ＪＭＩＴＵ全国 １１／１１現在９９支部分会に回答

支部分会平均 ６１４，９０１円（２．０７ヶ月）

組合員平均 ６３５，３９０円（２．３２ヶ月）

超音波工業支部 半日ストをかまえ３次１００万円引き出す

東
京
西
部
・
超
音
波
工
業
支
部
は
、

回
答
が
不
満
な
場
合
は
半
日
ス
ト
を
お

こ
な
う
構
え
を
つ
く
り
、
経
営
者
に
も

そ
の
旨
を
通
告
し
て
１
０
日
の
団
体
交

渉
に
望
み
ま
し
た
。
会
社
は
２
次
回
答

と
し
て
５
万
円
ア
ッ
プ
を
提
示
。
支
部

は
食
堂
に
待
機
し
て
い
た
組
合
員
と
相

談
し
、
さ
ら
な
る
回
答
上
積
み
を
求
め

て
さ
ら
に
３
次
回
答
２
万
５
千
円
ア
ッ

プ
の
１
０
０
万
円
を
引
き
出
し
集
約
方

向
と
な
り
ま
し
た
。

原
油
の
高
止
ま
り
が
続
く
も
と
、
ガ

ソ
リ
ン
代
の
高
騰
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

８
日
に
発
表
さ
れ
た
全
国
平
均
は
１
６

９
円
／
㍑
で
、
７
年
ぶ
り
の
高
値
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン
代
の
高
騰
が
輸

送
コ
ス
ト
に
跳
ね
返
り
、
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
食
料
費
、
生
活
必
需
品
へ
と
値
上

が
り
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
、
原
油
高
が
続
く
と
、
消
費
税
を
１
．

７
％
引
き
上
げ
た
の
と
同
じ
と
い
う
試

算
も
あ
り
ま
す
（
日
経
１
１
日
）
。
労

働
者
の
負
担
増
は
深
刻
で
あ
り
、
経
営

者
に
こ
う
し
た
生
活
悪
化
の
深
刻
さ
を

職
場
の
生
の
声
で
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。【

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
２
０
２
１
年

年
末
闘
争
情
報
Ｎ
Ｏ
．
３
よ
り
】

秋
闘
の
取
り
組
み

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
分
会
の
秋
闘
要
求
は
①
時
間
短
縮
年

間
労
働
時
間
を
７
．
７
５
ｈ
減
ら
し
て

１
８
２
９
ｈ
と
す
る
こ
と
。
②
子
育
て

世
代
の
生
活
支
援
、
育
児
の
た
め
の
勤

務
時
間
短
縮
を
小
学
校
３
年
生
ま
で
拡

大
す
る
こ
と
。
③
若
手
世
代
、
奨
学
金

支
援
制
度
、
帰
省
手
当
制
度
の
新
設

④
定
年
延
長
、
６
５
歳
ま
で
、
⑤
退
職

金
見
直
し
定
年
時
２
０
０
０
万
円
、
直

接
雇
用
の
期
間
を
勤
続
年
数
に
含
め
る

こ
と
。
⑥
再
雇
用
嘱
託
社
員
の
対
象
年

齢
を
７
０
歳
ま
で
延
長
す
る
こ
と
。
⑦

コ
ロ
ナ
禍
出
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
の

取
得
期
限
を
、
今
年
度
分
に
つ
い
て
、

当
面
、
２
０
２
３
年

５
月
末
ま
で
延

長
す
る
こ
と
。
の
７
項
目
の
要
求
を
１

０
月
１
８
日
に
提
出
し
ま
し
た
。

回
答
指
定
日
の
１
１
月
１
日
の
団
体

交
渉
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
要
求
に
対
し

て
回
答
は
現
行
通
り
で
し
た
。

会
社
に
と
っ
て
殆
ど
リ
ス
ク
の
な
い

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
の
要
求
だ
け
は
、

ほ
ぼ
要
求
通
り
の
回
答
で
し
た
。

あ
と
、
子
育
て
世
代
の
要
求
は
国
の

制
度
が
変
化
す
る
と
の
こ
と
で
、
そ
れ

を
受
け
来
年
の
秋
闘
で
回
答
す
る
と
の

内
容
で
し
た
。

組
合
は
、
前
進
の
な
い
回
答
に
対
し

て
再
検
討
を
要
求
し
て
、
第
２
回
交
渉

を
１
１
月
９
日
に
行
い
ま
し
た
が
回
答

に
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
初

回
団
交
時
に
、
再
雇
用
嘱
託
者
の
賃
金

変
更
が
勝
手
に
変
更
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
問
題
が
明
ら
か
に
な
り
、
組
合
は
毎

年
再
雇
用
嘱
託
者
の
賃
上
げ
も
要
求
し

て
い
る
の
に
、
こ
の
こ
と
は
大
問
題
と

と
ら
え
、
秋
闘
要
求
の
再
検
討
と
再
雇

用
嘱
託
者
賃
金
の
詳
し
い
変
更
内
容
と

そ
う
し
た
理
由
を
は
っ
き
り
す
る
よ
う

に
第
３
回
交
を
１
１
月
１
８
日
に
設
定

し
交
渉
に
臨
み
ま
す
。

【
長
谷
川

清
記
】

三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会

１
１
月
１
８
日
（
木
）

秋
闘
第
３
回
団
交

日本シャッター分会

１１月２４日（水）

年末一時金回答指定日



支部・分会 主な回答内容・備考

大東工業 ２０１６年事前協議同意協定順守、労働組合の権利遵守、経営情報開示

モタイショーワ ワクチン差別しない、事前協議同意協定の再確認

島崎製作所
「労使関係を前進させること」に賛成、若い人材採用は努力を継続する、ハラスメ
ントは「協定モデル」を検討の際に参考にしたい

超音波工業

人間ドック受診時の補助を２０２５年度末まで延長及び対象年齢を ４０ 歳から
３５ 歳に引き下げる、作業服レンタルについての契約内容等を開示、人員状況予
測人員採用計画は5年後までの定年退職者と再雇用満了者の情報開示、２０１６年
４月２７日事前協議および同意協定遵守、ＪＭＩＴＵ合同で職場安全点検実施、

リガク
ワクチン差別しない、労働条件は事前協議同意、ビジネスマナー教育の実施、工場
駐車場の出入り口の鉄門を撤去、事前協議同意遵守

東京測器研究所
ワクチン差別しない、現時点の業績開示、ハラスメント防止規則改定開示と協議、
人員補充、技術•技能の継承のための教育を充実、事前協議協定順守

ＮＳＷ

ストレスチェックで低評価しない、ストレスチェックを５０人未満の事業場でも実
施、自然災害などで賃金保障、ワクチン接種は就業したとみなす、ワクチン差別し
ない、定年再雇用者にも特別有給休暇付与とストック休暇を適用、顧客から電話連
絡先を教えろと言われるものは個別に対応する

ユニオン光学
事前協議同意協定、ワクチン付き添い特別休暇、緊急申し入れ協定化、カレンダー
案は組合要求通りで実施

マグネエース
労災補償上積み死亡時５０万円増額・その他も同率で増額、
妻の出産休暇を２日→3日間

カネテック 労災補償上積み死亡時５０万円増額・その他も同率で増額

河合連合
可能な限り情報開示する、耐震補強工事実施、濃厚接触者となった場合自宅待機で
賃金１００％保障、ワクチン接種は勤務扱い、正規と非正規との不合理な待遇差の
禁止は適正に対応する、ハラスメント協定モデルの協定化を協議

ＢＸ紅雲
ウォータークーラー増設、駐車場改修→安全衛生委員会で検討。就業規則の通常出
勤とみなす不可抗力に事故渋滞、積雪の追加→運用であり方を検討。

神港精機
新卒・中途採用を継続して行う、コロナ感染防止はほぼ要求道理に実施、派遣労働
者も含め出退勤を正確に管理、コロナ感染等で自宅待機の場合在宅勤務ができない
場合特別休暇、ワクチン接種当日特別休暇、ワクチン不利益扱いはしない、

日立建機ティエラ

マスクの補助額改定、レクリエーション補助１２，０００円支給、日立ダウンジャ
ケットの購入方法を別途通知する、一層ベクトルを合わせ生産活動をすすめる、積
立年休を介護にも使用可、結婚祝金の入社年区分を廃止し１年目から１５万円支
給、希望者に空調服を貸与、交代手当を増額

（３） 6905号

ＪＭＩＴＵ２０２１秋闘回答状況 第２弾
全国のＪＭＩＴＵ各支部・分会の回答状況の一部を紹介します。

コロナ対策では、特別休暇を勝取っているところが増えています。また、人権の問題として

「ワクチン差別をしない」ことや、ハラスメント防止規則を取り上げているところも増えて

います。労使関係で「事前協議同意協定」（労働条件等を変更する場合、労働組合と事前に

協議して同意のもとに行う）を締結している組合も多くあります。



6905号 （４）

な
ん
ぶ
せ
ん

電
車
の
中
で
、
私
の
前
で
座
っ
て
ス
マ
ホ

を
操
作
し
な
が
ら
の
二
人
の
女
子
高
生
の

会
話
が
耳
に
入
っ
て
き
た
▼
一
人
の
女
子

高
生
が
ス
マ
ホ
を
見
て
「
１
８
歳
以
下
の

子
供
に
１
０
万
円
相
当
の
給
付
、
そ
し
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
新
規
取
得
な
ど

で
最
大
２
万
円
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
が
あ
る

と
」
書
い
て
あ
る
よ
。
カ
ー
ド
持
っ
て
い

る
？
私
は
持
っ
て
い
な
い
か
ら
今
回
申
請

し
て
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
か
ナ
ア
ー

▼
も
う
一
人
が
、
何
故
今
回
や
る
の
か
ネ
ー
、

得
す
る
か
ら
良
い
事
だ
ネ
ー
▼
そ
ん
な
会

話
を
聞
い
て
、
若
い
人
は
「
今
得
す
れ
ば

良
い
」
と
考
え
ス
マ
ホ
を
情
報
源
に
し
て

い
る
の
か
と
私
は
思
い
電
車
を
降
り
た
▼

今
回
の
経
済
支
援
策
に
は
問
題
が
多
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
新
規
取
得
な
ど
で

最
大
２
万
円
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
と
な
っ
て

い
る
が
、
実
は
新
規
取
得
で
５
０
０
０
円

分
の
ポ
イ
ン
ト
そ
し
て
健
康
保
険
証
を
結

び
つ
け
る
こ
と
で
７
５
０
０
円
分
、
さ
ら

に
預
貯
金
口
座
を
登
録
し
た
人
に
７
５
０

０
円
分
の
付
与
で
あ
る
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
紐
付
け

ら
れ
る
た
め
、
個
人
情
報
漏
え
い
の
リ
ス

ク
が
高
ま
り
、
民
間
企
業
な
ど
を
は
じ
め

サ
イ
バ
ー
攻
撃
な
ど
が
起
き
る
と
一
度
の

漏
え
い
で
多
く
の
情
報
が
流
出
し
て
し
ま

う
恐
れ
が
あ
る
な
ど
と
、
対
話
が
で
き
た

ら
と
思
い
ま
し
た
。

《
ジ
ョ
ー
ジ
》

川
崎
労
連
な
ど
民
主
団
体
で

構
成
す
る
実
行
委
員
会
が
、
１

２
・
８
平
和
と
民
主
主
義
を
守

る
市
民
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
集
会
は
、
１
９
４
１
年

（
昭
和
１
６
年
）
１
２
月
８
日

に
日
本
が
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ

ス
に
宣
戦
布
告
し
た
日
、
い
わ

ゆ
る
太
平
洋
戦
争
の
『
開
戦
の

日
』
で
す
。

終
戦
の
１
９
５
４
年
ま
で
の

悲
惨
な
犠
牲
か
ら
生
ま
れ
た
平

和
憲
法
で
す
。
９
条
に
は
、

『
日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序

を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠

実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動
た

る
戦
争
と
武
力
に
よ
る
威
嚇
又

は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争

を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、

永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
』

『
前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、

陸
海
空
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ

れ
を
保
持
し
な
い
、
国
の
交
戦

権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
』
と

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
１
月
９
日
亡
く
な
ら
れ
た

瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
は
「
日
本
が

平
和
で
こ
ら
れ
た
の
は
９
条
の

お
か
げ
、
誰
一
人
と
し
て
戦
争

で
死
な
な
か
っ
た
か
ら
ね
」
と
。

先
の
総
選
挙
で
、
改
憲
に
前

向
き
な
政
党
の
国
会
議
員
が
増

え
た
こ
と
か
ら
、
岸
田
政
権
は

安
倍
政
権
の
改
憲
姿
勢
を
継
承

し
て
改
憲
を
進
め
る
、
危
険
な

新
し
い
情
勢
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
国
民
の
関
心
事
で
あ
る
コ

ロ
ナ
危
機
を
口
実
に
『
緊
急
事

態
条
項
』
や
『
敵
基
地
攻
撃
能

力
』
な
ど
を
含
め
様
々
な
選
択

肢
の
論
議
を
は
じ
め
、
憲
法
論

議
を
加
速
す
る
構
え
で
す
。
目

的
は
憲
法
９
条
改
憲
で
す
。

こ
の
間
、
私
た
ち
は
、
「
安

倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
憲
法
を
生

か
す
全
国
統
一
署
名
」
「
発
議

す
る
な
」
と
署
名
や
運
動
に
取

り
組
み
、
改
憲
と
り
わ
け
自
民

党
が
言
う
「
９
条
改
訂
」
を
阻

止
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
集
会
を
機
に
、
「
９
条

守
れ
」
の
運
動
を
、
総
選
挙
で

の
市
民
と
野
党
共
闘
の
力
で
、

今
こ
そ
さ
ら
に
強
め
よ
う
。

《
矢
部
常
次
》

１
２
・
８
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
川
崎
集
会

『
平
和
を
守
る
・
憲
法
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
』
の
行
動
‼

１
８
時
３
０
分
～
稲
毛
公
園
に
て

集
会
と
パ
レ
ー
ド

川
崎
駅
か
ら
徒
歩
１
５
分
（
川
崎
市
役
所
通
り
先
）

緊
迫
す
る
情
勢
。
多
く
の
参

加
で
集
会
を
成
功
さ
せ
よ
う

二
度
と
戦
争
し
な
い
と
誓
っ

た
日
本
国
憲
法
「
平
和
憲
法
」

平
和
は
９
条
の
お
か
げ

憲
法
審
議
会
を

動
か
す
発
言
（
自
民

党
幹
事
長
）

皆
の
力
を
結
集
し
て

「
９
条
改
悪
」
の
阻
止
を



気
候
変
動
に
つ
い
て

（
三
和
・
小
林
）

イ
ギ
リ
ス
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
Ｃ

Ｏ
Ｐ
２
６
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
、
異
常
気
象
が
世
界
各
地
で
起

き
て
い
ま
す
。
世
界
各
国
か
ら
約

１
２
０
ヵ
国
の
首
脳
が
集
ま
り
ま

し
た
。
地
球
温
暖
化
が
原
因
で
あ

る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
日
本
が
「
化
石
賞
」

を
も
ら
い
ま
し
た
。

「
化
石
賞
と
は
」
地
球
温
暖
化
対

策
に
後
ろ
向
き
な
国
に
対
し
て
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
バ
ッ
ド
ジ
ョ
ー
ク
と
し

て
与
え
る
不
名
誉
な
賞
で
す
。

現
地
の
デ
モ
の
中
で
環
境
活
動

家
の
グ
レ
タ
さ
ん
は
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２

６
は
失
敗
」
と
発
言
を
し
ま
し
た
。

各
国
首
脳
が
聞
こ
え
の
い
い
発

言
を
し
て
も
今
の
危
機
に
対
応
し

な
け
れ
ば
、
地
球
が
以
前
の
よ
う

に
穏
や
か
な
環
境
に
な
ら
ず
後
戻

り
が
出
来
な
く
な
る
事
態
に
来
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

日
本
で
も
自
然
災
害
が
頻
繫
に

起
き
て
い
ま
す
。
台
風
に
よ
る
風

害
、
線
状
降
水
帯
に
よ
る
大
雨
の

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
所
で
は
多
摩
川
の
水
害

に
よ
る
被
害
が
起
き
ま
し
た
。
防

災
対
策
を
考
え
な
く
て
は
生
活
で

き
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

日
本
政
府
は
火
力
発
電
所
を
新

規
に
９
ヵ
所
作
る
計
画
が
あ
り
、

高
性
能
で
二
酸
化
炭
素
を
少
な
く

す
る
技
術
で
作
る
と
発
言
し
て
い

ま
す
。
原
発
も
や
め
な
い
で
進
め

て
い
く
考
え
で
す
が
、
自
然
災
害
を

な
く
し
防
ぐ
為
、
火
力
発
電
所
と
原

発
を
無
く
し
て
省
エ
ネ
と
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
転
換
す
べ
き
で
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
日
本
へ

（
浅
岡
）

い
ま
私
た
ち
の
社
会
は
、
口
先

だ
け
の
「
男
女
共
同
参
画
」
や

「
多
様
性
の
尊
重
」
で
な
く
、
本

気
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
取
り
組

む
政
治
を
渇
望
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
危
機
は
女
性
に
さ
ま
ざ

ま
な
犠
牲
を
強
い
て
い
ま
す
。
低

賃
金
の
非
正
規
雇
用
で
働
く
多
く

の
女
性
が
仕
事
を
失
い
、
「
ス
テ

イ
ホ
ー
ム
」
が
強
い
ら
れ
る
も
と

で
Ｄ
Ｖ
被
害
が
急
増
し
、
女
性
の

自
殺
の
増
加
率
は
男
性
の
５
倍
に

も
達
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
、
少

女
た
ち
へ
の
虐
待
・
性
被
害
の
相

談
も
急
増
し
、
民
間
団
体
ま
か
せ

は
限
界
に
達
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
各
国
の
男
女
平
等
の

達
成
度
を
示
す
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
指
数
２
０
２
１
」
（
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
）
で
、
１
５
６
カ
国

中
１
２
０
位
と
、
先
進
国
と
し
て

異
常
な
低
位
を
続
け
て
い
ま
す
。

女
性
差
別
撤
廃
条
約
の
採
択

（
１
９
７
９
年
）
か
ら
４
２
年
。

日
本
政
府
は
１
９
８
５
年
に
こ
れ

を
批
准
し
な
が
ら
、
具
体
化
・
実

施
に
ま
と
も
に
取
り
組
ん
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

い

ま

大

き

な

問

題

に

な

っ

て

い

る

「

男

女

賃

金

格

差

の

縮

小

」

も

「

選

択

的

夫

婦

別

姓

へ

の

法
改
正
」
も
、

繰
り
返
し
国
連
の
女
性
差
別
撤
廃

委
員
会
か
ら
是
正
勧
告
を
受
け
て

き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
と
も

に
と
り
あ
わ
ず
、
無
視
し
続
け
て

い
ま
す
。

女
性
差
別
発
言
を
し
た
五
輪
組

織
委
員
会
会
長
を
辞
任
に
追
い
込

み
ま
し
た
。
「
生
理
の
貧
困
」
が

話
題
に
な
る
中
、
こ
れ
ま
で
タ
ブ
ー

視
さ
れ
て
い
た
生
理
の
問
題
に
も

光
が
当
た
り
ま
し
た
。
「
フ
ェ
ミ

サ
イ
ド
（
女
性
を
標
的
に
し
た
殺

人
）
の
な
い
日
本
を
」
「
フ
ェ
ミ

サ
イ
ド
は
痴
漢
な
ど
日
常
の
暴
力

の
延
長
に
あ
る
」
と
大
学
生
た
ち

が
署
名
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
社
会
と
は
、

誰
も
が
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
個
人

の
尊
厳
が
大
切
に
さ
れ
、
自
分
ら

し
く
生
き
ら
れ
る
、
す
べ
て
の
人

に
と
っ
て
希
望
に
満
ち
た
社
会
で

す
。

（５） 6905号

読
者
だ
よ
り
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≪クイズの結果≫ 賞品は５００円相当です。
解答者は6名、全員正解でした。当選者は下記の通り
菅原祐三さん（支部報読者） 図書カード
長谷川綾子さん（三和エレクトロニクス） 図書カード
石田洋司さん（合同分会） 図書カード
Ａさん （三和エレクトロニクス） 図書カード
尾崎康尚さん（日本シャッター分会） 図書カード

支部報編集委員会からのお願い

今後の支部報の紙面を充実させるため、

皆さんが参加できる企画を立てられるよう

努力をしてゆきます。つきましては、内容

は自由とし『読者だより』欄を設けて、広

く投稿をお願いすることとしました。

《 原稿の送付方法 》

１．編集委員に直接お渡しください。

２．ＦＡＸにてご送付ください。

３．メールにてご送付ください。

以上の方法でお願いします。長文の場合は

あらかじめご連絡下さい。

（支部報編集委員会より）

JMITU川崎支部
ホームページ

今後の日程
１１月１８日（木）三和第3回秋闘団交（三和本社）１７：３０～

１９日（金）総がかり行動（国会正門前）１５：３０～

ワーカーズネット街頭労働相談（溝の口）１９：００～

２０日（土）未組織宣伝（登戸駅）１０：００～／労働相談（支部事務所）１３：００～

「ジョブ型雇用を考える」金属労働研究会 １３：３０～リアル＆リモート

２１日（日）地本執行委員会（エポック中原）１３：００～

２４日（水）第７回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～

日本シャッター一時金団交（シャッター長原）１８：００～

２５日（木）相談PT（ZOOM）１９：００～

２７日（土）２０２２年春闘討論集会・組織建設全国会議（湯河原・リモートも）

～２８日（日） １３：３０～翌１２：００

１２月０１日（水）第５回書記局会議（支部事務所）１９：００～

０２日（木）１２・２争議支援総行動（A,B,C,D4コース）９：００～

０４日（土）ワーカーズネット運営委員会（ZOOM）１０：００～

労働相談（支部事務所）１３：００～

０７日（火）第６回支部報編集委員会（支部事務所）１８：００～（日程変更）

第８回支部執行委員 会（支部事務所）１９：００～（日程変更）

０８日（水）平和と民主主義を守る川崎市民集会（稲毛公園）１８：３０～

１１日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

１７日（金）ワーカーズネット街頭労働相談（川崎）１９：００～

１８日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

２２日（水）支部報６９０６号作業日（支部事務所）１３：００～

第9回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～

２２日（水）総がかり行動全国交流web集会（Ｙou Ｔube）17:30～

２５日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～


